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第２回 会期 ６月27日～28日の２日間議 会 定 例 会
新型コロナウイルス感染対応地方創生臨時交付金事業に
６，４４０万円など、令和５年度補正予算を可決
　第２回定例会は６月２７日から２８日まで２日間の日程で開催されました。
　第１回定例会以降の議会事務報告を小原議長、行政報告を村上町長、教育行政報告を小川教
育長が行いました。
　一般質問では５名の議員が７項目について、町長、教育長に質問しました。
　町側から同意案件１件、単行議案２件、条例案件２件、補正予算４件、報告事項４件が上程
され、また議会からは意見書１件、陳情１件が審議されました。
　各議案を原案のとおり可決され、会期を１日残して閉会しました。

行政報告（村上町長）

　町内外において、イベントや会議等がコロ
ナ前のように開催されるようになりましたが、
新型コロナの感染者は依然として町内でも断
続的に発生しています。
　法律上の位置づけが５類に変更された５月
８日からの当町の対応は、第２回臨時会で報
告しましたが、役場庁舎などのアクリル板や
消毒液の設置を、当面の間継続することとし
ています。
　国保病院においては発熱外来を９月まで継
続しますが、コロナ検査については自己負担
となります。
　また、入院患者との面会は、当面は完全予
約制で平日家族のみ午前１組、午後１組、面
会時間は１５分以内とさせていただいていま
す。
　町民の皆さんには、感染を広げないために
も発熱等の症状がありましたら、発熱外来の
受診について午前中に連絡いただき、指定す
る時間にお越しいただくようお願いしていま
す。

新型コロナウイルス感染症への対応

　４月１５日に園舎の落成式を、三好　雅
北海道議会議員をはじめ、約５０名の来賓の
出席を賜り、滞りなく執り行うことができま
した。
　園舎は、町産トドマツを中心に地産材を豊
富に使用した大型公共施設であり、このたび、
宗谷管内で初めて「北海道ウッドビルディン
グ」に登録されました。
　「北海道ウッドビルディング」とは、道産
木材を使用した建築物の魅力を発信し、木造
化・木質化を推進することで、道産木材の利
用拡大を図るものとされています。
　この新しい環境のもと、子ども達が元気に
遊び、日々の体験や経験を通じて多くのこと
を学んでいく中で、生涯にわたる「生きる力」
を育んでいけるものと大いに期待しています。

認定こども園の開設について



「花いっぱいの道おもてなしプロジェクト」
町道常盤町線の花壇植栽について

　この花壇植栽は、沿道における良好な生活
環境の保全を目的に「住民が参加するまちづ
くり」として、昨年度より実施しています。
　今年度は、去る６月２日から１５日の日程
で、町内の各団体や認定こども園５歳児（お
おぞら組）の皆さんなど、１１団体、延べ１
７０人の方が参加され、約３，０００株の花
で道路沿線の季節の彩りを添えることができ
ました。
　今後も地域住民皆さんのアイディアや協力
により、親しみを持てる花壇の整備や活用を
継続し、「花いっぱいの道おもてなしプロジ
ェクト」を進めていきたいと考えています。
また、日頃より環境美化活動を行っていただ
いている皆さんに対しましても、感謝申し上
げます。

　春の叙勲において、当町から２名の方がそ
の功績を認められ、栄えある受章となりまし
た。
　自治功労関係では、小田桐信守氏が「旭日
双光章」を授与されておられます。
　平成３年５月に議員に当選され、以来、令
和４年４月までの８期３０年余の長きにわた
り、その豊富な経験と卓抜な職見により町の
発展と地方自治の振興に多大な貢献をされた
功績によるものであります。
　消防功労関係では、森山博章氏が「瑞宝単
光章」を授与されておられます。
　昭和５０年６月に消防団に入団以来、分団
長及び副団長を経て、４５年余の長きにわた
り、地域住民の生命や財産を火災から守り、
消防力の充実強化、火災予防の住民啓発にご
尽力された功績によるものであります。
　お二人の輝かしい栄誉を心からお祝い申し
上げます。

叙勲関係ついて
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　ウクライナ情勢等に伴う原油・原材料・物
価の高騰が続き、国民の生活環境が厳しさを
増していたことから、国は昨年９月、地域の
実情に合わせた対策を実施するため「電力・
ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」
を創設しました。
　当町ではこの交付金を活用し、原油高騰や
物価等の高騰に対応するため、子育て世帯や
非課税世帯への支援など各種対策を実施して
きました。
　また、本年３月に国が決定した「物価高克
服に向けた追加策」に対応する事業につきま
しては、本定例会に提出の補正予算に所要額
を計上しており、これら国の経済対策等に応
じる形で、当町の緊急経済対策として、生活
者や地域経済への支援を実施することとして
います。
　なお、現段階で今後の経営状況が見通せな
い酪農業への支援などは国・道の対策の状況
を把握したうえで、改めて実施する予定です。

原油価格・物価高騰対策について
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教育行政報告（小川教育長）

　新型コロナウイルス感染症への学校の対応
については、５月８日から５類感染症に移行
され、学校の感染対策も平時と感染症流行時
に分けて対応することとなりました。
　平時は、手洗いなどの手指衛生や咳エチケ
ット、換気などによる対応となり、感染症流
行時には平時の対応以外に、マスクの着用を
促すことや身体的距離の確保、大声を出す場
面など感染リスクが高い活動を控える対応を
行うこととなります。
　今後は、学校内での感染状況に留意し、感
染拡大が見込まれる場合は、必要に応じて学
級閉鎖や学校閉鎖などの対応を臨機応変に行
っていきます。
　学校の運動会・体育祭については、枝幸南
中学校など５月下旬から順次実施されていま
す。
　今年はなかなか天候に恵まれず、順延や体
育館での開催を余儀なくされましたが、子ど
も達は日頃の練習の成果を発揮し、無事に終
了しています。

新型コロナウイルス感染症に係る対応

　５月１０日に中央コミュニティセンターに
おいて、ハマナス大学入学式を実施し、昨年
度より６名多い５０名の方が入学されました。
　教養や健康、研修旅行など年間１２回の定
期講座と特別講座を用意し、写真や水墨画な
ど３つのクラブ活動が予定されています。
　入学式に引き続き、１回目の定期講座では
枝幸町のゴミ・リサイクルについて講話を受
け、終了しました。

ハマナス大学入学式

　５月３１日、中央コミュニティセンター前
の駐車場で「朝のラジオ体操会」が始まり、
初日は７５名の参加者がありました。
　この「朝のラジオ体操会」は昭和３９年に
スタートし、今年で５９年を迎える恒例の行
事となっています。
　本事業では、ラジオ体操愛好会の協力によ
り、幼児から高齢者まで多くの町民の皆さん
がすがすがしい一日のスタートを切っていま
す。
　町民の健康や体力づくりはもとより、世代
間の交流促進、そして子どもたちの望ましい
生活習慣の定着を図るために、今後も継続し
ていきたいと考えています。

朝のラジオ体操会

　暖房設備更新および窓や壁、天井等の修理、
さらに耐震化された書架に入れ替える工事を
行います。そのため７月１８日から１０月中
旬まで休館となります。
　休館中は書籍の移動などの準備が整いまし
たら、中央コミュニティセンターの一室で雑
誌、新刊書などに限定されますが臨時開館す
る予定です。
　また、児童書については移動図書館バス
「おおぞら号」を開放し、貸出する予定です。
　町民の皆さまには大変ご不便をおかけする
こととなりますが、臨時開館の詳細について
は随時、ＥＯＳや町ホームページ、図書館の
インスタグラムで周知していきますのでご理
解をお願いします。

枝幸町立図書館の改修について
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◆人権擁護委員の候補者の推薦について
　　　　　　　　　　　合　田　　　肇　氏
　　　　　　　　　　　佐　藤　修　司　氏
　　　　　　　　　　　佐々木　貴　教　氏
　　　　　　　　　　　渡　辺　順　子　氏
　　　　　　　　　　　　　　（原案同意）

同意案件（同意第１号）

第２回定例会に提出された陳情書は次のとお
りです。
■国に対し、適格請求書等保存方式（インボ
　イス制度）の延長・見直しを求める陳情書
　【陳情者：インボイス制度を考えるフリー
　ランスの会】
　審議の結果、資料配付となりました。

陳情（陳情第３号）

◆ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・
　林業・木材産業施策の充実・強化を求める
　意見書
　　　　　　　　　提出者　村　上　守　義
　　　　　　　　　賛成者　小　林　正　浩
　　　　　　　　　賛成者　田　口　修　三
　審議の結果、意見書は採択となりました。
意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣
　官房長官、経済再生担当大臣

意見書（意見書第１号）

報告第３号 令和４年度オホーツク枝幸株式会社の経営状況について 報　　告
報告第４号 令和４年度枝幸町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　　告
報告第５号 令和４年度枝幸町下水道事業会計繰越計算書について 報　　告
報告第６号 寄附採納について 報　　告

寄附の種類寄　　　附　　　者 指定内容

2.ふるさと未来応寄附　　令和４年度実績寄付額区分

1.指定寄附 ◎枝幸漁業協同組合
　代表理事組合長　　桜　庭　研　兒　氏

冷凍毛がに
４㎏10尾

かにまつり用
として

件　　数寄付額区分 金　　額
27,765件まちづくり応援事業 383,451,000円
15,205件子育て・教育応援事業 198,188,000円
4,420件福祉・医療応援事業 59,739,000円
47,390件合　　　計 641,378,000円

議案第44号 枝幸町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について 原案可決
議案第45号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決
議案第46号 枝幸町自治功労者表彰条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第47号 枝幸町合葬墓条例について 原案可決
議案第48号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 原案可決
議案第49号 令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算について 原案可決
議案第50号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について 原案可決
議案第51号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 原案可決

６月定例会の主な議案《審議結果》６月定例会の主な議案《審議結果》
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、
そ
の

後
、
令
和
元
年
に
歌
登
地
区
１
町
内
会

で
設
置
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
設
置
さ
れ
て
い

な
い
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
組
織
化

に
向
け
て
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
会
議
の
場
な
ど
に
お
い

て
情
報
提
供
を
行
い
、
ま
た
、
す
で
に

設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

　

　

北
海
道
防
災
会
議
で
は
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
法
律
に
基
づ
き
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
津
波
浸
水
想
定
区
域

を
設
定
し
、
市
町
村
ご
と
に
詳
し
く
地

図
で
公
表
し
ま
し
た
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
９
ク
ラ
ス
を

想
定
し
た
と
き
、
枝
幸
町
全
域
の
最
大

津
波
高
は
９
・
２
ｍ
、
最
大
津
波
到
達

時
間
は
35
分
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

枝
幸
町
の
海
岸
線
は
約
60
㎞
も
あ
り

沿
岸
で
暮
ら
す
住
民
に
不
安
と
戸
惑
い

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
地
震
・
津
波
だ
け
で
は

　
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
５
名
の

議
員
が
登
壇
し
７
項
目
の
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
の
質
問
と
理
事
者
答
弁
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
再
質
問
以
降
は
Ｑ
・
Ａ
で

表
示
し
て
い
ま
す
。

自主防災組織
について

町
長
答
弁

一 般 質 問一 般 質 問

（６）

清　
水　
顕　
志　
議
員

一
般
質
問

１
問
目



一 般 質 問一 般 質 問

（７）

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
効

果
的
な
災
害
対
応
体
制
の
維
持
・
向
上

を
図
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
で
、
も
し
町
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
損
傷
を
受
け
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
場
合
、
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
自
衛
隊

等
と
調
整
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
災
害

対
処
の
実
務
能
力
が
非
常
に
高
い
た
め

初
期
対
応
力
が
早
く
、
危
機
管
理
に
関

す
る
優
れ
た
経
験
・
知
識
・
知
能
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
心
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
即
戦
力
と
し
て
町
民
の

方
々
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

枝
幸
町
地
域
防
災
計
画
の
改
定
や
、

防
災
避
難
計
画
、
地
震
防
災
対
策
緊
急

事
業
計
画
の
策
定
事
前
復
興
計
画
の
研

究
に
必
要
な
人
材
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
枝
幸
町
の
地
域
防

災
力
強
化
の
た
め
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
採
用
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
暴
風

雨
や
豪
雪
・
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
、

ま
た
、
長
時
間
の
停
電
な
ど
様
々
な
災

害
が
あ
る
中
で
、
各
市
町
村
で
は
防
災

対
策
や
災
害
発
生
後
の
対
応
な
ど
に
専

門
的
知
見
を
有
す
る
人
材
の
確
保
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
制
度
に
よ
り
内
閣
府
が
防
災
の
専
門

性
を
有
す
る
人
材
と
し
て
能
力
を
証
明

し
た
退
職
自
衛
官
な
ど
を
防
災
監
と
し

て
採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
お

り
、
宗
谷
管
内
で
は
５
つ
の
市
と
町
で

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
総
務
課
が
防
災
に
関
す

る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
平
常
時
は
、

防
災
対
策
や
啓
発
、
計
画
策
定
な
ど
事

務
事
業
の
実
施
、
気
象
警
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
に
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を

判
断
す
る
ま
で
は
、
情
報
収
集
や
他
部

署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
依
頼
す
る
な
ど
各

種
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
必

要
に
応
じ
、
私
が
本
部
長
に
と
し
て
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
職
員
全
体

で
必
要
な
人
員
を
招
集
し
て
、
役
割
分

担
の
も
と
各
種
の
対
応
に
あ
た
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

仮
に
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
採
用
し

た
場
合
は
、
そ
の
知
見
を
活
か
し
て
、

災
害
発
生
の
際
に
は
、
私
の
指
揮
の
も

と
職
員
へ
の
指
示
や
関
係
機
関
と
の
調

整
な
ど
、
ま
た
平
常
時
は
、
防
災
に
関

す
る
各
種
計
画
や
施
策
の
展
開
に
も
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
よ
う
な
小
規
模
自
治

体
に
お
い
て
は
、
防
災
に
関
す
る
業
務

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

ほ
か
の
業
務
も
担
え
る
よ
う
な
人
材
が

望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
当
町
と
連
携
し
て
い

る
自
衛
隊
や
関
係
す
る
機
関
と
の
情
報

交
換
、
協
議
を
行
う
中
で
、
町
の
職
員

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
人
材
が
い

れ
ば
、
採
用
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に

お
け
る
公
助
に
関
し
て
、
停
電
時
や
光

ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
時
に
対
応
可
能
な
災

害
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
と
未
来
を

見
据
え
た
情
報
伝
達
基
盤
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

枝
幸
町
情
報
通
信
基
盤
施
設
に
つ
い

　
　

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

連
携
が
と
て
も
重
要
に
な
る
こ
と
は
、

１
点
目
の
質
問
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、

次
は
公
助
の
観
点
か
ら
、
行
政
の
役
割

に
あ
た
る
防
災
・
減
災
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
あ
る
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
防

災
監
）
の
人
材
登
用
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　

町
長
や
職
員
の
方
は
ご
存
じ
の
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が
、
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
は
内
閣
府
が
実
施
す
る
防
災
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
研
修
や
防
衛
省
の
実

施
す
る
防
災
管
理
教
育
な
ど
、
防
災
に

関
す
る
必
要
な
研
修
等
を
受
講
し
た
者

を
い
い
ま
す
。

　

近
年
、
宗
谷
管
内
で
は
、
稚
内
・
利

尻
・
礼
文
・
豊
富
・
浜
頓
別
の
５
市
町

で
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
各
地
域
で
防
災
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
持
つ
豊
富
な
災
害
に
対
す

町
長
答
弁

清　
水　
顕　
志　
議
員

一
般
質
問

２
問
目

防災マネー
ジャー（防
災監）の人
材登用につ
いて

清　
水　
顕　
志　
議
員

一
般
質
問

３
問
目

災害情報伝
達手段の見
直し



再
質
問

（８）

て
は
、
平
成
21
年
９
月
に
策
定
さ
れ
た

枝
幸
町
地
域
情
報
化
計
画
に
よ
っ
て
、

平
成
22
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

そ
の
整
備
事
業
の
契
約
締
結
に
係
る
議

案
が
可
決
さ
れ
、
同
年
２
月
に
工
事
が

着
工
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
施
設
の
運

用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
町
内
一
円
に

整
備
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
に

よ
り
、
予
て
よ
り
懸
案
と
な
っ
て
い
た

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
並
び
に
、
テ
レ
ビ
放
送
の
難
視

聴
区
域
の
解
消
及
び
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
い
っ
た
地
域
住
民
生
活
や
経
済

活
動
に
直
結
す
る
様
々
な
地
域
課
題
が

一
気
に
解
消
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で

地
域
の
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
有
効
利
用
の
一
貫
と

し
て
防
災
情
報
・
行
政
情
報
・
議
会

中
継
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
な
ど

施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
住
民
へ

の
情
報
配
信
手
段
と
し
て
地
域
活
性
化

に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
停
電
時
（
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
）
や
、
暴
風
雪
時
に
お
け
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
時
に

よ
る
通
信
障
害
や
放
送
事
故
な
ど
、
シ

ス
テ
ム
上
の
欠
点
や
課
題
が
浮
き
彫
り

一 般 質 問一 般 質 問

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
保
守
が
終
わ
り
ま
す
。

代
替
の
シ
ス
テ
ム
の
調
査
検
討
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
早
急
に
基
本
方
針
を
立

て
た
い
と
考
え
ま
す
。

     　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
課
長
）

Q4
：
枝
幸
町
強
靭
化
計
画
の
中
で
大
規

模
自
然
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
財
産
と

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
守
る
と
あ
り
ま

す
が
町
長
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

A4
：
令
和
６
年
度
末
で
更
新
時
期
を
迎

え
ま
す
。
方
向
性
を
固
め
た
上
で
来
年

度
予
算
に
計
上
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
安
心
を
担
保
で
き
る
情
報
伝
達
手
段

に
な
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
、
各
関
係
す
る
自
治

会
等
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
た
も

の
を
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
て
行
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

に
な
っ
た
ま
ま
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
災
害

情
報
伝
達
手
段
の
見
直
し
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

枝
幸
町
情
報
通
信
基
盤
施
設
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
４
月
の
運
用
開
始
以

来
、
多
岐
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
、
長
時

間
に
及
ぶ
大
停
電
や
暴
風
雪
に
よ
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
断
線
が
発
生

す
る
な
ど
、
本
施
設
の
整
備
計
画
時
に

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま

え
、
特
に
、
停
電
時
の
災
害
情
報
伝
達

手
段
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を
担
当

レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
か
つ

的
確
な
情
報
伝
達
に
向
け
て
、
平
時
の

備
え
、
発
災
直
後
、
復
旧
段
階
等
、
災

害
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
行
う
べ
き
情
報
伝

達
手
段
の
課
題
を
整
理
し
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

Q1
：
長
時
間
の
停
電
時
や
、
光
ケ
ー
ブ

ル
の
断
線
時
に
お
け
る
緊
急
情
報
伝
達

町
長
答
弁

へ
の
影
響
は
。

A1
：
停
電
や
断
線
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、

消
防
サ
イ
レ
ン
は
予
備
電
源
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
一
定
時
間
は
吹
鳴
で
き
ま

す
。
断
線
し
た
場
合
は
、
断
線
箇
所
か

ら
下
流
は
通
信
が
途
絶
し
ま
す
。
音
声

告
知
放
送
端
末
の
シ
ス
テ
ム
は
予
備
電

源
を
備
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
停
電
時

は
音
声
を
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
断
線
時

も
サ
イ
レ
ン
と
同
じ
く
切
断
箇
所
よ
り

下
流
は
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
課
長
）

Q2
：
主
た
る
情
報
伝
達
手
段
が
機
能
し

な
い
場
合
、
代
替
の
災
害
情
報
伝
達
手

段
を
準
備
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A2
：
現
状
で
は
、
広
報
車
両
に
よ
る
巡

回
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
悪
天
候
の
場
合

は
車
両
を
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
自
治
会
・
町
内
会
の
役

員
さ
ん
を
通
し
て
、
連
絡
を
取
り
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

　

町
内
全
域
の
場
合
、
携
帯
電
話
で
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
課
長
）

Q3
：
現
行
シ
ス
テ
ム
の
利
用
可
能
年
限

及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
保
守
契
約
は
い

つ
ま
で
。

A3
：
令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、



（９）

枝
幸
病
院
で
は
、
今
後
、
定
年
退
職
な

ど
に
よ
る
看
護
師
の
夜
勤
者
不
足
の
た

め
、
２
つ
の
病
棟
の
維
持
は
困
難
で
あ

り
、
１
病
棟
へ
の
再
編
と
病
床
削
減
、

そ
れ
と
持
続
的
な
運
営
の
た
め
に
は
経

営
改
善
が
必
要
で
す
。

　

病
棟
再
編
に
よ
る
持
続
可
能
な
体
制

づ
く
り
と
今
後
必
要
と
さ
れ
る
病
院

機
能
の
強
化
に
つ
い
て
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

病
棟
再
編
の
最
終
形
を
一
般
病
床
60

床
と
し
ま
す
が
、
移
行
段
階
で
は
現
行

83
床
を
維
持
し
な
が
ら
、
一
般
病
床
を

46
床
か
ら
60
床
に
拡
張
、
療
養
病
床
を

37
床
か
ら
23
床
に
削
減
す
る
こ
と
を
、

今
年
10
月
を
目
途
に
調
整
し
て
お
り
、

今
後
２
病
棟
の
夜
勤
体
制
が
取
れ
な
く

な
っ
た
時
点
で
、
療
養
病
床
を
休
止
す

る
案
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
試
案
と
し
て
よ
り
将
来

の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
任

委
員
会
説
明
資
料
の
中
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ
図
を

最
終
形
と
し
て
、
病
院
と
連
結
し
た
施

設
が
あ
れ
ば
、
効
果
的
に
医
療
と
介
護

が
連
携
で
き
る
の
が
理
想
と
し
て
お
示

し
し
た
と
こ
ろ
で
、
連
結
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
施
設
を
指
し
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

能
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
問
題
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
社
会
現
象
や
２
０
４
０
年
問
題
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
り
、

高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
な
る
問
題
も

目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
段
階
に

お
い
て
も
施
設
整
備
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
歌
登
診
療
所
・
老
健
の
跡
地
利
用

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

両
地
区
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
今
後
の
あ
り
方
を
ど
の
様
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
、
今
後
、
病
床
削
減

に
伴
い
入
院
適
用
基
準
が
上
が
れ
ば
、

外
来
対
応
が
増
加
し
、
今
で
も
外
来
の

待
ち
時
間
の
長
さ
が
患
者
様
の
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
が
ど

の
様
に
解
消
し
て
い
か
れ
る
か
、
病
院

機
能
を
維
持
し
つ
つ
経
営
の
安
定
化
を

考
え
て
い
く
う
え
で
の
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

枝
幸
病
院
で
は
、
長
期
入
院
を
担
う

療
養
病
床
の
施
設
基
準
が
２
年
に
１
度

行
わ
れ
る
診
療
報
酬
の
改
定
ご
と
に
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
収
益
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
解
決
に
向
け
た
方
向
性
と
し
て
、

　

令
和
３
年
度
に
歌
登
診
療
所
、
老
健

う
た
の
ぼ
り
が
廃
止
に
な
り
、
枝
幸
国

保
病
院
で
の
新
た
な
診
療
が
ス
タ
ー
ト

し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
の
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

に
お
い
て
病
院
機
能
の
再
編
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

病
院
再
編
（
病
床
削
減
）
、
機
能
強

化
、
療
養
病
床
に
代
わ
る
受
け
皿
施
設

の
検
討
な
ど
が
あ
り
、
現
在
83
床
（
一

般
病
床
46
床
、
療
養
病
床
37
床
）
を
令

和
５
年
10
月
に
は
一
般
病
床
60
床
、
療

養
病
床
23
床
に
移
行
し
、
最
終
的
に
は

一
般
病
床
を
60
床
に
す
る
も
の
で
、
特

養
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
ぐ
と
い
う
計
画

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

当
初
、
老
健
う
た
の
ぼ
り
の
受
け
皿

は
枝
幸
国
保
病
院
で
受
け
入
れ
る
は
ず

で
し
た
。
し
か
し
社
会
的
入
院
の
受
け

皿
問
題
は
深
刻
化
し
、
町
外
に
そ
の
機

町
長
答
弁

一 般 質 問一 般 質 問

国保病院の機
能再編と今後
のあり方

遠
　
山
　
　
　
修
　
議
員

一
般
質
問

　

次
に
、
令
和
３
年
度
末
で
歌
登
診
療

所
・
介
護
老
健
施
設
う
た
の
ぼ
り
を
、

施
設
の
必
須
条
件
と
し
て
の
常
勤
医
師

の
確
保
が
困
難
な
た
め
廃
止
と
な
り
、

当
時
の
老
健
施
設
利
用
者
の
健
康
状
態

を
鑑
み
、
他
の
介
護
施
設
に
移
動
さ
れ

た
方
も
お
り
ま
す
が
、
残
り
全
て
の
利

用
者
に
つ
い
て
は
、
枝
幸
病
院
に
入
院

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
社
会
的
入
院
に
つ
い
て
は
、

患
者
の
医
療
行
為
の
必
要
度
、
介
護
認

定
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
適
切
に
判

断
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
在
宅
で
の

対
応
の
限
界
点
を
高
め
る
取
り
組
み
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
両
地
区
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
介
護
福
祉

施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
に
向
け
て
早
急
に
検
討
す
る
べ
き
重

点
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
町

全
体
の
各
事
業
の
推
進
と
既
存
事
業
の

見
直
し
を
加
速
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
今
後
病
床
削
減
さ
れ
た
場
合

の
入
院
適
用
基
準
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
療
養
病
棟
の
入
院
患
者
は
20
名
前
後

で
推
移
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
る
23



再
質
問
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人
数
が
少
な
く
て
も
時
間
が
か
か
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

A4
：
院
長
指
名
の
患
者
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
国
か
ら
は
１
日
の
標
準
患
者

数
は
40
人
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際

に
は
80
〜
90
人
で
す
。

　

検
査
結
果
の
説
明
、
他
病
院
へ
の
診

療
情
報
提
供
、
入
院
患
者
の
急
変
等
で

細
か
い
予
約
の
設
定
が
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。
昨
年
２
名
の
内
科
医
を
採

用
し
て
お
り
平
準
化
に
努
力
し
て
い
る

の
で
も
う
少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Q5
：
両
地
区
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
た
ど
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

A5
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
在
り
方

も
含
め
な
が
ら
保
健
福
祉
課
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
で
幅
広
く
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
は
財
政
的
な
事
も
考
え
な

が
ら
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
固
め
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q6
：
歌
登
の
老
健
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
。

A6
：
特
養
と
し
て
の
再
利
用
は
困
難
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

枝
幸
、
歌
登
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の

床
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
入
院
適

用
基
準
が
変
わ
る
可
能
性
が
低
く
、
外

来
対
応
が
増
加
す
る
と
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

病
院
で
の
内
科
外
来
診
療
の
待
ち
時

間
が
長
い
と
の
ご
意
見
も
多
数
あ
る
状

況
を
踏
ま
え
、
定
期
的
に
内
科
常
勤
医

３
名
も
含
め
て
打
合
せ
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
平
準
化
し
て
待
ち
時
間
の

短
縮
に
向
け
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
の
安
定
し
た
病
院
運
営
を
行
う

た
め
に
、
少
な
い
職
員
で
も
維
持
で
き

る
入
院
機
能
の
準
備
を
進
め
、
地
域
の

医
療
機
関
と
し
て
持
続
可
能
な
体
制
を

構
築
し
、
住
民
の
健
康
を
守
る
役
割
を

果
た
し
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
町
長
）

Q1
：
現
状
の
夜
勤
業
務
に
つ
い
て
、
職

員
の
確
保
が
で
き
な
い
状
態
が
続
く
と

今
年
10
月
を
め
ど
に
１
病
棟
に
な
る
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
時
期
が
早
く
な
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

A1
：
今
年
度
は
現
行
体
制
を
維
持
で
き

ま
す
が
、
年
度
末
に
60
歳
を
超
え
る
職

員
が
多
数
い
る
た
め
、
退
職
さ
れ
る
方

が
多
い
と
予
想
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
看
護
師
の
新
規
採
用
や
任
期

一 般 質 問一 般 質 問

改
修
は
い
ず
れ
訪
れ
る
の
で
、
10
年
先
、

20
年
先
の
将
来
像
を
考
え
る
と
特
別
委

員
会
等
を
設
置
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

　

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令
和

７
年
ま
で
あ
と
一
年
半
と
な
り
、
ま
さ

に
高
齢
者
医
療
、
介
護
福
祉
の
問
題
等

避
け
て
は
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度
町
政
執
行
方
針
に
お
い
て

も
重
点
施
策
と
し
て
、
将
来
に
向
け
た

医
療
介
護
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
「
こ

れ
か
ら
の
福
祉
・
介
護
・
医
療
の
包
括

的
な
体
制
整
備
や
人
材
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
に
必
要
な
福
祉
・
医
療
の
構
築
を
目

指
し
て
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
」
と
所
信
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

付
き
看
護
職
員
で
夜
勤
の
で
き
る
看
護

師
の
確
保
が
で
き
る
か
が
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Q2
：
社
会
的
入
院
問
題
に
つ
い
て
、
特

養
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
間
に
あ

た
る
方
た
ち
が
23
名
で
維
持
し
て
い
く

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
今
後
団
塊
の
世

代
が
75
歳
を
迎
え
当
町
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
で
、
町
病
の
受
け
入
れ

数
に
つ
い
て
こ
の
ま
ま
の
推
移
で
い
く

の
か
見
込
を
伺
い
た
い
。

A2
：
現
在
37
床
の
う
ち
20
名
前
後
で
推

移
し
て
い
る
の
で
、
一
定
程
度
は
今
の

状
態
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Q3
：
看
護
師
不
足
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
育

て
る
の
は
ど
う
か
。
枝
幸
で
は
奨
学
金

制
度
な
ど
拡
充
し
て
い
る
の
で
将
来
は

働
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

A3
：
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策

は
今
ま
で
も
手
を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
、

更
に
住
宅
等
の
環
境
を
整
え
、
看
護
師

確
保
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

Q4
：
待
ち
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
予
約
診
療
が
多
い
と
思
う
が
、

高齢となって
も安心して暮
らせるまちづ
くりについて

徳
　
保
　
喜
　
幸
　
議
員

一
般
質
問
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加
え
て
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
何

よ
り
も
町
長
の
ご
指
示
が
こ
の
問
題
を

推
進
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
今
後
の
福
祉
・
介
護
施
設
整

備
の
方
向
性
に
つ
い
て
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
、

い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
を
間
近
に

控
え
、
当
町
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
将
来
に
向
け
た
医
療
介
護
提
供
体

制
の
整
備
を
位
置
付
け
、
昨
年
４
月
に

福
祉
介
護
連
携
推
進
室
を
設
け
て
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

１
点
目
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
検
討
会
議
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
り
続

け
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
８
月
に
地
域
住
民
や
事
業

関
係
者
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
な
ど
16
名
の
委
員
で
設
置
し
、
こ
れ

ま
で
７
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
当
町
に
お
け
る
介
護
保

険
事
業
の
現
状
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
病
院
機
能
再
編
、

両
地
区
福
祉
会
の
運
営
状
況
な
ど
を
議

題
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現

れ
た
こ
の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
こ
ろ
が
結
ぶ
安
心
介
護
の
ま
ち
を
創

り
ま
す
。
」
と
あ
り
、
そ
の
計
画
の
中

で
も
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
検
討
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
そ
の
検

討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

病
院
機
能
再
編
の
中
間
報
告
で
も
現

在
37
床
の
療
養
病
棟
を
秋
に
も
23
床
に

す
る
意
向
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の

対
応
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
。
当
町
に

は
要
介
護
度
３
以
上
で
な
け
れ
ば
入
所

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
養
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
に
至
ら
な
い
家
庭

で
は
介
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢

者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

病
院
か
ら
示
さ
れ
た
問
題
意
識
に
も
、

基
幹
産
業
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
も

労
働
力
を
最
大
限
有
効
化
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
も
家
族
介
護

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
検
討

会
議
の
中
で
現
在
ど
の
よ
う
な
内
容
が

審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
昨
年

の
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ど
の

よ
う
な
結
果
が
あ
っ
た
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
当
町
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

病
院
機
能
再
編
に
つ
い
て
は
、
今
年

２
月
10
日
開
催
の
議
会
全
員
協
議
会
及

び
、
今
月
開
催
さ
れ
た
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
に
お
い
て
、
枝
幸
病
院
か
ら
中

間
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
方
針
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
福
祉
・
介
護
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
保
健
福
祉
課
に
お
い
て
関
係
機

関
の
方
々
16
人
の
委
員
に
よ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
検
討
会
議
が
開

催
さ
れ
、
昨
年
か
ら
こ
れ
ま
で
７
回
の

検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
歌
登
診
療
所
の
閉
鎖
に
伴
い
老

健
施
設
が
な
く
な
る
に
あ
た
っ
て
、
高

齢
者
施
設
の
新
設
ま
た
は
民
間
施
設
の

誘
致
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま

す
が
、
町
長
か
ら
は
「
地
域
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
含
め
、
町
全
体
で
医
療
介
護

の
提
供
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度

ま
で
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
で
も
基
本
目
標
の
一
つ

に
、
「
介
護
が
必
要
な
方
が
、
住
み
慣

状
や
診
療
所
閉
鎖
に
よ
る
影
響
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
支
え
合
い
の
必
要
性
、

病
院
の
外
来
受
診
や
病
床
再
編
、
介
護

施
設
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
医
療
介
護

機
能
再
編
計
画
策
定
支
援
業
務
に
お
い

て
新
た
な
施
設
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
運
営
や
人
材
確
保
な
ど
に
課

題
が
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
議
委
員
か
ら
は
、
個
人
負
担

が
高
額
で
あ
る
場
合
の
利
用
へ
の
懸
念

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要

件
を
満
た
さ
な
い
要
介
護
者
の
対
応
を

検
討
す
べ
き
な
ど
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

す
。
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
像

を
捉
え
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
が
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
の
改
訂
年
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方
を
対
象

と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
と
、
在
宅
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
在
宅
介
護
実
態
調
査
を
３
月
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
６
９
人
に
調
査
票
を
発
送
し
、

一 般 質 問一 般 質 問

町
長
答
弁



再
質
問

一 般 質 問一 般 質 問

（12）

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
老
朽
化
や
、
病

床
再
編
へ
の
対
応
な
ど
、
両
福
祉
会
な

ど
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
年
度
内

を
目
途
に
方
向
性
を
定
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q1
：
現
在
ど
の
位
の
町
民
が
町
外
の
介

護
施
設
を
利
用
し
て
い
る
の
か
。

A1
：
令
和
５
年
４
月
末
で
、
旭
川
17
名
、

札
幌
13
名
、
浜
頓
別
13
名
な
ど
56
名
で

す
。
ま
た
、
町
外
に
転
出
し
た
人
数
は

令
和
３
年
22
名
、
令
和
４
年
35
名
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
課
長
）

Q2
：
56
名
も
の
町
民
が
町
外
施
設
を
利

用
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

A2
：
個
人
の
病
状
に
よ
っ
て
札
幌
や
旭

川
の
施
設
に
入
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
町
民
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

Q3
：
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
「
こ
こ
ろ

が
結
ぶ
安
心
介
護
の
ま
ち
」
を
創
る
た

め
、
新
し
い
施
設
建
設
計
画
に
町
長
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
決
断
が
重
要
と
考
え

ま
す
が
。

A3
：
令
和
５
年
度
が
始
ま
り
、
ま
だ
３

ヵ
月
で
す
。
年
内
い
っ
ぱ
い
で
町
と
し

て
の
方
向
性
を
ま
と
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

　

昨
年
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
「
当
町
の
学
生
支
援
に
対
す
る
取
組

に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

　

質
問
に
対
し
、
育
英
資
金
は
昭
和
48

年
か
ら
１
９
１
件
の
実
績
、
医
療
技
術

者
等
就
学
資
金
で
は
、
令
和
３
年
に
お

い
て
医
療
技
術
者
等
８
名
、
保
育
教
諭

３
名
の
利
用
。
町
独
自
と
し
て
は
奨
学

金
償
還
支
援
事
業
が
あ
り
、
令
和
３
年

56
名
が
利
用
し
て
い
る
と
い
う
答
弁
で

し
た
。

　

育
英
資
金
の
利
用
者
が
な
い
と
い
う

質
問
に
対
し
、
「
金
額
に
問
題
が
あ
る

の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
追
求

し
た
い
。
」
「
周
知
に
つ
い
て
は
不
足

が
あ
れ
ば
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
何
が
わ
か
っ
た
の
か
、
そ
の

結
果
ど
う
変
更
が
あ
っ
た
の
か
示
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
周
知
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
あ
っ
た
の
か
、
育
英

資
金
の
利
用
状
況
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、

ま
た
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
答

弁
く
だ
さ
い
。

　

次
に
給
付
型
の
奨
学
金
に
つ
い
て
、

医
療
技
術
者
等
就
学
資
金
は
一
定
期
間

当
町
で
の
業
務
従
事
に
よ
り
償
還
免
除

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
部
給
付
型
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

枝
幸
町
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
権

利
を
享
受
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
き
な

問
題
点
で
あ
る
の
で
、
就
職
先
が
ど
こ

で
あ
ろ
う
と
給
付
型
の
奨
学
金
が
あ
る

の
が
理
想
で
す
。
一
定
の
評
価
を
す
る

が
、
さ
ら
に
進
ん
で
医
療
技
術
者
等
以

外
で
も
職
種
に
関
係
な
く
、
同
じ
よ
う

に
当
町
に
就
職
す
る
人
に
対
し
て
償
還

免
除
の
方
法
が
と
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
枝
幸

高
校
に
入
れ
ば
進
学
の
時
こ
の
よ
う
な

奨
学
金
が
あ
る
と
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
。
町
長
は
直
接
給
付
型
に
つ

い
て
の
見
直
し
の
検
討
は
や
ぶ
さ
か
で

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
検

討
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
町
長
の
所
信

を
伺
い
ま
す
。

６
６
６
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
は
、
家
族
構
成
、
介
護
や

介
助
の
有
無
、
移
動
手
段
、
地
域
で
の

活
動
、
認
知
症
や
今
後
の
暮
ら
し
な
ど

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
委
託
先
事
業
者
に
お
い
て
分

析
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
集
計
の
速

報
値
で
は
、
家
族
構
成
に
お
い
て
、
６

５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
７
割
が
「
単

身
」
ま
た
は
「
２
人
世
帯
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
回
答
で
は
、
ニ
ー
ズ
調

査
で
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、

施
設
等
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
と
の
回

答
２
０
６
人
の
う
ち
約
７
割
が
町
内
の

介
護
施
設
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
「
将
来
も
枝
幸
町
で
住
み
続

け
た
い
で
す
か
」
の
問
い
で
は
、
「
は

い
」
と
の
回
答
が
79
％
で
あ
る
一
方
、

「
住
み
続
け
ら
れ
な
い
と
思
う
理
由
」

で
は
、
「
除
雪
が
大
変
で
あ
る
こ
と
」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
総
合
病
院
な

ど
の
医
療
機
関
が
あ
る
町
で
暮
ら
す
た

め
」
で
あ
り
ま
し
た
。

　

３
点
目
の
今
後
の
福
祉
・
介
護
施
設

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
病
院
の

計
画
策
定
支
援
業
務
に
よ
る
分
析
結
果

や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
検
討

会
議
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
と
し
、
特

野
　
口
　
洋
　
郎
　
議
員

一
般
質
問

当町の奨学金
制度について



再
質
問

（13）

　

私
か
ら
は
給
付
型
の
奨
学
金
に
つ
い

て
答
弁
し
ま
す
。

　

現
在
、
当
町
で
は
、
慢
性
的
に
不
足

す
る
専
門
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て

医
療
技
術
者
等
修
学
資
金
や
保
育
教
諭

修
学
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
で
は
、
医
療
技
術
者
等
で

10
名
、
保
育
教
諭
で
４
名
、
計
14
名
が

貸
付
制
度
を
利
用
し
て
専
門
教
育
を
受

け
て
お
り
、
こ
の
う
ち
医
療
技
術
者
で

３
名
、
保
育
教
諭
で
３
名
の
計
６
名
が

４
月
か
ら
当
町
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
貸
与
型
の
無
利
子
貸
付
と

し
て
、
一
定
期
間
の
当
町
で
の
勤
務
に

よ
り
償
還
を
免
除
し
、
経
済
的
な
理
由

が
あ
っ
て
も
専
門
教
育
を
受
け
ら
れ
る

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
働
く
次
世
代
を
担
う

若
者
の
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
町
独

自
の
奨
学
金
償
還
支
援
は
逼
迫
す
る
人

材
不
足
に
強
い
危
機
感
を
持
ち
、
他
の

施
策
と
連
動
す
る
移
住
定
住
対
策
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や

町
内
で
の
勤
務
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
上
限
は
あ
る
も
の
の
、
幅
広
な
奨

学
金
制
度
の
償
還
金
相
当
額
の
助
成
を

行
う
も
の
で
、
実
質
的
な
給
付
型
で
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

の
利
用
者
は
４
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
長
）

Q2
：
無
利
子
の
町
の
育
英
資
金
が
利
用

さ
れ
ず
、
な
ぜ
有
利
子
の
資
金
が
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

A2
：
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
後
追
跡
調

査
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
周
知

の
徹
底
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

Q3
：
奨
学
金
償
還
支
援
事
業
の
増
額
は

考
え
な
い
か
。

A3
：
道
内
に
お
い
て
も
半
数
程
度
の
自

治
体
で
様
々
な
償
還
金
支
援
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
当
町
の
制
度
は
職
種

を
問
わ
ず
、
幅
広
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
企
画
課
長
）

Q4
：
入
学
時
の
一
時
金
の
貸
与
型
給
付

金
の
実
施
に
つ
い
て
は
。

A4
：
医
療
従
事
者
等
に
つ
い
て
は
一
時

金
の
貸
付
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、

一
般
の
大
学
等
の
進
学
に
は
、
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
企
画
課
長
）

　

こ
の
制
度
で
は
、
半
数
程
度
の
方
は
、

年
間
償
還
金
相
当
額
の
全
額
の
支
援
を

受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
は
町
外
か
ら
の

転
入
に
よ
る
移
住
人
材
の
も
支
援
が
及

ぶ
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
で
は
新
規

認
定
者
６
名
を
含
む
58
名
の
方
に
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は

直
接
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
や
町
外
へ

の
就
職
支
援
の
検
討
は
な
い
が
、
国
の

こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
に
よ
る
高
等
教

育
に
対
す
る
見
直
し
な
ど
も
考
慮
し
な

が
ら
、
当
町
の
人
材
確
保
や
こ
ど
も
た

ち
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
、
引
き
続
き

支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

育
英
資
金
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
定
例
会
で
、
利
用
者
が
い

な
い
こ
と
の
指
摘
を
受
け
、
そ
の
原
因

を
把
握
す
る
た
め
町
内
中
学
校
や
高
校

の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
制
度
を

見
直
し
、
貸
付
金
額
の
増
額
や
書
類
手

続
き
の
簡
素
化
を
図
り
、
今
年
３
月
の

定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
す
が
、
育
英

資
金
制
度
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
方
は
約
７
割
、
「
資
金
を
借
り
た

い
」
と
回
答
し
た
方
は
約
３
割
で
、
貸

付
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
「
ち
ょ

う
ど
良
い
」
と
「
少
な
い
」
の
回
答
割

合
が
そ
れ
ぞ
れ
５
割
と
の
結
果
で
し
た
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
貸
付
金
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
万
円
ず
つ
引
き
上
げ
、
申
請
書

類
の
統
合
や
収
入
証
明
書
の
省
略
な
ど
、

手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

周
知
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内

中
学
校
及
び
枝
幸
高
校
に
保
護
者
へ
の

周
知
依
頼
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
度
は
新
規
の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
が
今
年
３
月
で
あ
っ
た
た
め
、
そ

の
内
容
が
す
べ
て
の
対
象
者
に
浸
透
し

て
い
な
い
と
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
の
活
用
・
文
書
に
よ
る
保
護
者
周

知
な
ど
を
町
内
中
学
校
、
枝
幸
高
校
と

連
携
し
、
継
続
し
て
対
応
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q1
：
育
英
資
金
の
令
和
５
年
度
の
利
用

が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
度
の
枝

幸
高
校
卒
業
生
の
有
利
子
の
育
英
資
金

の
利
用
状
況
は
。

A1
：
日
本
学
生
機
構
の
第
２
種
の
奨
学

金
利
用
者
は
10
人
、
１
種
、
２
種
併
用

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁
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枝
幸
町
に
は
勤
労
青
年
独
身
住
宅
３

棟
12
戸
が
あ
り
ま
す
が
、
空
室
は
な
く

待
機
者
が
６
名
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

民
間
ア
パ
ー
ト
等
の
満
室
な
ど
、
住
宅

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
実
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
公
営
住
宅
で
は
緑
苑
団
地
16

戸
中
11
個
の
空
室
が
あ
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
は
専
用
床
面
積
に
よ
っ
て

標
準
的
な
入
居
者
数
を
決
め
て
整
備
さ

れ
、
そ
の
う
ち
59
㎡
未
満
の
住
宅
も
一

定
程
度
を
確
保
し
、
一
般
単
身
者
も
入

居
可
能
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
住
宅
は
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
世
帯
向
け
の
面
積
及
び
間
取
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
単
身
者
が
入
居
可
能

な
新
港
団
地
や
北
栄
団
地
に
空
室
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

公
営
住
宅
は
管
理
条
例
の
も
と
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が

都
市
部
で
は
特
例
と
し
て
学
生
に
町
内

会
に
入
会
す
る
な
ど
の
条
件
で
入
居
を

認
め
、
公
営
住
宅
の
有
効
利
用
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

枝
幸
町
も
入
居
率
の
悪
い
公
営
住
宅

の
有
効
利
用
と
し
て
緑
苑
団
地
に
限
り
、

民
間
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
な
い
単
身

者
に
開
放
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

　

当
町
の
担
い
手
世
代
の
確
保
に
係
る

取
組
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
新
た

に
結
婚
新
生
活
支
援
を
は
じ
め
担
い
手

持
家
助
成
や
未
利
用
地
（
町
有
地
）
の

宅
地
分
譲
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
取
り

組
ん
で
き
た
奨
学
金
償
還
支
援
に
よ
る

定
住
促
進
や
修
学
資
金
貸
付
、
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

環
境
の
充
実
を
着
実
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
従
業
員
不
足
解
消
の
た
め
、

町
内
の
中
小
企
業
が
雇
用
す
る
従
業
員

や
外
国
人
技
能
実
習
生
が
入
居
す
る
雇

用
促
進
住
宅
建
設
に
係
る
支
援
な
ど
、

積
極
的
な
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
単
身
者
用
の
公
営
住
宅
は
満
室

と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
確
保
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
は
、
法
の
規
定
の
も
と
そ

の
趣
旨
・
目
的
に
従
っ
て
、
入
居
資
格

等
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
厳
格
な
入
居
資
格
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
長
期
間
空
き
家
と
な
る
こ

と
は
、
施
設
の
有
効
利
用
を
妨
げ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
長
期
間
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
緑
苑
団
地
を
含
む
公
営
住
宅
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
、
一
般
単
身
者
な
ど
の
入

居
可
能
な
、
み
な
し
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
へ
の
転
用
な
ど
、
有
効
活
用
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
は
、
高
齢
者
や
子
育
て
世

帯
な
ど
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

宅
の
確
保
を
行
い
つ
つ
、
適
切
な
入
居

に
努
め
ま
す
。

Q1
：
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
住
宅
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
緑
苑
団
地
、
北

幸
第
２
団
地
の
空
室
は
す
ぐ
入
居
可
能

な
状
態
か
。

A1
：
長
期
間
の
空
室
期
間
が
あ
り
設
備
、

内
装
も
い
た
み
が
あ
り
、
若
干
の
改
修

が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建
設
課
長
）

Q2
：
今
後
、
外
国
人
労
働
者
に
頼
ら
な

小
　
林
　
正
　
浩
　
議
員

一
般
質
問

公営住宅の有
効利用と担い
手の確保

町
長
答
弁

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
外

国
人
労
働
者
も
入
居
対
象
と
な
る
か
。

A2
：
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建
設
課
長
）

　ＥＯＳチャンネルでは議会定例会
を全日程生中継しています。次回の
定例会は９月中旬の予定です。
　本会議では議員の一般質問の他、
町政に関する条例や予算などが審議
されますので、ぜひご覧ください。

議会を生中継しています
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Ｑ１：社会体育施設管理運営経費委託料の防球ネット点検口設置業務委託１７５万円の内容。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
Ａ１：かもめアリーナのＬＥＤ化工事をするために施設内全部に張ってあるネット一つ一つの、撤去と
　　　設置を繰り返して行うものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課長）
Ｑ２：サブグランドの倒壊したバックネットに関係するものだと思ったが、バックネット倒壊について
　　　の予算的措置はあるのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
Ａ２：枝幸球場のバックネットは、今年４月の積雪と強風により損壊しましたので、撤去解体し、廃校
　　　になった乙忠部小学校からバックネットを移設して使用しています。バックネットは高さ３ｍ、
　　　幅７ｍで小さいため野球少年団と中学生に限定して利用させており、設置については、状況を見
　　　ながら来年度以降に向け検討していきます。　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課長）
Ｑ３：バックネットが倒壊していて愕然としたが、あれは予想できなかったのか、使用中であれば大惨
　　　事になったと思われるが、どのように考えているか。　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
Ａ３：この野球場は指定管理において管理していますが、指定管理者からも腐食が激しいと報告があり、
　　　野球関係団体からも要望は出ていました。これほどまでに、すぐ倒壊するとは予見していなく、倒
　　　壊前日にもグラウンド整備等をしていたので、運が良かったといえばそれまでですが、これからは
　　　皆さんの声を忠実に聞きしっかりと管理していきます。　　　　　　　　　　　（社会教育課長）
Ｑ４：怪我人がいれば大変なこと。枝幸は海の町なので腐食が著しく、多くの人が危険であると言って
　　　いたわけで、予見はでき怠慢だったのではないか。野球シーズン真っ盛りになるのに、あのバッ
　　　クネットで過ごせというのは酷だと思うが、どう考えているのか。　　　　　　　（野口議員）
Ａ４：以前使用していたバックネットに比べ相当小さいと認識しています。今設置しているバックネッ
　　　トは仮設で様子を見ています。すぐにでも設置してあげたい気持ちはあるが、設置に時間がかか
　　　ります。利用者がこの先どのぐらいかということもあり、本年度は様子見させていただきたいと
　　　思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会教育課長）
Ｑ５：時間がかかる予算がかかることは当たり前で、あれはキャッチボールしかできない。予算立てて
　　　やるべきと思うが。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野口議員）
Ａ５：今すぐここではお答えできませんが、これから検討させてください。社会教育施設も経年劣化で
　　　状態が悪い部分もあります。人に損害を与えることが一番あってはならないことなので、社会教
　　　育施設の点検を教育委員会総出でやらなければならないと感じています。　　　　　（教育長）

Ｑ Ａ＆補正予算 補正予算の質疑内容を「質問はＱ・答弁はＡ」で
要約してお知らせします。

一般会計補正予算

枝　幸　町　議　会 No.65令和５年８月 30日発行

６月定例会の令和５年度補正予算
◇一般会計補正予算（第１号）
　　　　　　　１億２，１６０万８千円増
◇簡易水道特別会計（第１号）
　　　　　　　　　　　　７９万９千円増

◇水道事業会計（第３号）
　収益的支出　　　　　１２５万８千円増
◇下水道事業会計（第３号）
　収益的収入及び支出　１６７万５千円増
　資本的収入及び支出　１，０００万円増
　　　　　　　　　　（全会一致で可決）
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Ｑ６：枝幸バスターミナル管理経費の燃料費２５万９千円について。　　　　　　　　　（小林議員）

Ａ６：３月にバスターミナルの正面手すりが破損し安全面から早急な修繕が必要と判断し措置しました。

　　　当初予算が不足のため、燃料費から修繕費に振替措置したため、燃料費に補正しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画課参事）

Ｑ７：一般廃棄物最終処分場整備事業・事業委託料１０４５万円増額されているが内容は。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林議員）

Ａ７：埋立処分地の浸出処理施設の更新工事で当初設置届を出した現況と、今の現況が変更になってい

　　　る箇所を、変更届上での測量をしっかりやっていただきたい旨の指導と、既に埋め立てが終わっ

　　　ている部分のガス抜き管の設置も指導があり、それに対応するもので、機能回復の修繕工事の内

　　　訳は現況測量に１５９万５千円、機能回復実施設計に５７９万７千円、ガス管の設置工事３０５

　　　万８千円です。埋立処分地の適正な維持管理に努めていきます。　　　　　　　　（町民課長）

Ｑ７：水産物鮮度保持・加工処理施設管理経費１５１万８千円の増額について　　　　　（小林議員）

Ａ７：ホタテ玉冷の自動選別機を動かす駆動チェーン４本の交換と、排水管の修繕に係る負担金です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水産商工課長）

Ｑ８：保養施設等整備事業・修繕料２００万円の内容は。　　　　　　　　　　　　　　（小林議員）

Ａ８：ホテルニュー幸林の男子サウナ室の内装修繕で、経年劣化により天井の羽目板が反り返り危険な

　　　状態で、安全確保のため早急な修繕を行います。　　　　　　　　　　　　　　（観光課参事）

枝　幸　町　議　会No.65 令和５年８月 30日発行

宗谷管内町村議会議員研修会
　

５
月
29
日
幌
延
町
で
開
催

さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
「
地

方
議
会
・
議
員
の
役
割
と
議

員
の
職
務
活
動
の
あ
り
方
」

と
題
し
、
元
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
事
務
次
長　

鵜

沼
信
二
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

・
議
会
の
審
議
を
通
じ
て
住

民
の
知
り
た
い
情
報
が
解
明

さ
れ
、
提
供
さ
れ
て
い
る
か
。

・
政
策
選
択
に
お
け
る
住
民

に
対
す
る
説
明
・
説
得
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。
と
の
講
演

を
聞
き
、
今
後
の
議
会
活
動

に
活
か
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

北海道町村議会議員研修会
　

７
月
４
日
札
幌
市
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
五
百
旗
頭　

真
氏
よ

り
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の

世
界
と
日
本
」
、
政
治
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト　

田
崎
史
郎
氏

（
写
真
左
）
よ
り
「
日
本
政

治
の
舞
台
裏
」
の
お
話
が
あ

り
、
良
い
政
治
家
の
も
の
さ

し
は
、
情
報
の
質
と
判
断
力

で
あ
り
、
岸
田
首
相
は
周
囲

の
方
々
か
ら
、
忍
耐
力
は
あ

る
が
決
断
力
が
無
い
と
見
ら

れ
て
い
た
が
、
安
倍
首
相
に

よ
る
政
治
を
支
え
る
た
め
、

周
り
か
ら
何
と
言
わ
れ
よ
う

と
も
、
あ
え
て
自
身
で
決
断

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

そ
れ
が
首
相
に
な
っ
て
か
ら

変
わ
っ
た
。
と
講
演
さ
れ
ま

し
た
。



承認第１号 専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町税条例の一部を改正する条例） 原案承認

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例） 原案承認

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度枝幸町一般会計補正予算） 原案承認

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算） 原案承認

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算） 原案承認

承認第８号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算） 原案承認

議案第40号
工事請負契約について　
（地域優良賃貸住宅北栄団地９号棟建設建築主体工事）
　契  約  金  額　１１２，２００，０００円
　契約の相手方　高橋建設株式会社　　

原案可決

議案第41号
工事請負契約について
（教職員住宅建設建築主体工事）
　契  約  金  額　７９，２００，０００円
　契約の相手方　高橋・井手上経常建設共同企業体

原案可決

議案第42号
公有財産の取得について
（雪寒建設機械（除雪トラック）購入）
　取  得  金  額　５２，８８６，７４０円
　取得の相手方　吉川自動車工業株式会社

原案可決

議案第43号
公有財産の取得について
（図書館施設用備品（木製書架等）購入）
　取  得  金  額　４６，９９２，０００円
　取得の相手方　有限会社　三浦書店　

原案可決

第２回臨時会の主な議案《審議結果》第２回臨時会の主な議案《審議結果》

寄附の種類寄　　　附　　　者 指定内容

1.指定寄附

◎ホクレン農業協同組合連合会
　代表理事会長　　篠　原　末　治　氏

現金
100万円

◎株式会社未来開発コンサルタント
　代表取締役　　米　通　　　猛　氏

現金
30万円

地域再生法第
13条の２に規
定するまち・
ひと・しごと
創生寄附活用
事業として

報告第２号 寄附採納について 報　　告
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５月26日
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議案第52号
工事請負契約について
（児童福祉施設複合化改修建築主体工事）
　契  約  金  額　５６，９８０，０００円
　契約の相手方　有限会社　長谷川工務店

原案可決

議案第53号
工事請負契約について
（歌登地区一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設（更新）建設事業）
　契  約  金  額　９１３，０００，０００円　　履行期限　令和８年３月31日
　契約の相手方　クボタ環境エンジニアリング株式会社北海道支店

原案可決

第３回臨時会の主な議案《審議結果》第３回臨時会の主な議案《審議結果》

 歌登地区に新設（更新）される一般廃棄物処分場浸出水処理施設（イメージ図）

◇令和５年度
　実施設計

◇令和６～７年度
　新設（更新）工事

◇令和８年度より
　運用開始予定

８月１日



Ｑ
：
夏
休
み
中
、
図
書
館
の
落
ち
着
い

た
環
境
の
中
学
習
す
る
学
生
が
い
る
と

思
う
が
、
工
事
の
期
間
を
ず
ら
す
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
委
員
）

Ａ
：
改
修
後
の
図
書
館
事
業
や
書
架
納

入
の
時
期
な
ど
、
様
々
な
要
素
考
え
、

苦
渋
の
決
断
で
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。　
　

（
図
書
館
長
）
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第
３
回
（
６
月
12
日
開
催
）

①
図
書
館
改
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
社
会
教
育
課　

図
書
館
）

　

枝
幸
町
図
書
館
が
管
内
改
修
工
事
の

た
め
、
７
月
18
日
か
ら
10
月
中
旬
頃
ま

で
臨
時
休
館
と
な
る
。
同
館
で
は
冬
期

間
室
温
が
20
℃
に
満
た
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
ボ
イ
ラ

設
備
の
改
修
や
、
外
気
が
流
入
し
て
い

る
一
階
閲
覧
室
と
事
務
室
の
内
側
に
樹

脂
製
窓
を
設
置
す
る
工
事
な
ど
と
併
せ

て
、
老
朽
化
に
よ
る
破
損
が
激
し
く
耐

震
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
書
架
の
入
替

を
行
う
と
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
10

月
中
旬
ま
で
、
中
央
コ
ミ
セ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
火
曜
日
か

ら
土
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
臨
時
図
書
館
を
開
設
し
、
移
動
図

書
館
は
運
行
日
以
外
は
コ
ミ
セ
ン
駐
車

場
で
解
放
さ
れ
る
と
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
図
書
館
へ
移
動
し
現
地
視
察
を
行

っ
た
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
：
７
月
18
日
か
ら
８
月
１
日
の
臨
時

図
書
館
が
開
館
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
子

ど
も
た
ち
は
夏
休
み
に
入
る
が
、
そ
の

間
の
利
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
口
委
員
）

Ａ
：
そ
の
間
は
職
員
が
図
書
の
移
動
を

行
う
た
め
、
残
念
な
が
ら
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。　

（
図
書
館
長
）

Ｑ
：
現
在
の
図
書
カ
ー
ド
の
発
行
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遠
山
委
員
）

Ａ
：
現
在
３
４
３
１
名
で
令
和
４
年
度

の
新
規
登
録
者
数
は
１
５
８
名
で
し
た
。

　

幼
児
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
時
、
司

書
が
母
子
の
登
録
を
勧
め
て
お
り
、
大

変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
（
図
書
館
長
）

Ｑ
：
７
万
冊
の
図
書
が
あ
り
素
晴
ら
し

い
施
設
だ
と
思
う
が
、
本
を
読
ん
で
も

ら
う
取
組
は
。　
　
　
（
遠
山
委
員
）

Ａ
：
ま
ず
図
書
の
充
実
、
そ
し
て
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
や
適
切
な
施
設
管
理
が
大

切
と
考
え
ま
す
。　
　

（
図
書
館
長
）

委 員 長　小林正浩
副委員長　徳保喜幸
委　　員　遠山　修
委　　員　野口洋郎
委　　員　清水顕志
議　　長　小原　仁

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

担
当
所
管
　
総
務
課
・
教
育
委
員
会
な
ど

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
４
回
（
７
月
18
日
開
催
）

①
暴
風
雪
災
害
に
係
る
枝
幸
球
場
バ
ッ

　
ク
ネ
ッ
ト
倒
壊
被
害
に
つ
い
て

　

６
月
27
日
第
２
回
定
例
会
で
、
野
口

議
員
か
ら
質
問
の
あ
っ
た
枝
幸
球
場
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
現
地
視
察

を
行
い
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
議
会
だ

よ
り
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

図書館工事の説明を受ける議員

枝幸球場の現地視察を行いました。



（20）

枝　幸　町　議　会No.65 令和５年８月 30日発行

　

行
う
。

　

募
集
及
び
選
考
を
７
〜
９
月
に
行
い
、

　

10
月
か
ら
の
着
任
を
考
え
て
い
る
。

・
支
え
合
い
地
域
づ
く
り
講
演
会
の
実

　

施
は
、
10
月
21
日
（
土
）
９
時
30
分

　

か
ら
12
時
ま
で
、
会
場
は
中
央
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
で
行
う
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
：
こ
の
事
業
の
実
施
に
は
、
高
齢
者

と
接
す
る
民
生
委
員
と
の
情
報
共
有
が

必
要
と
思
う
が
、
民
生
委
員
に
も
周
知

さ
れ
て
い
る
か
。　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
民
生
委
員
の
協
力
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
課
長
）

④
ふ
る
さ
と
未
来
応
援
寄
附
の
実
績
等

　
に
つ
い
て
　
　　
　
　

（
観
光
課
）

　

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
未
来
応
援

寄
附
の
実
績
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

〇
納
付
の
目
標
ラ
イ
ン
を
３
億
円
と
し

て
い
た
が
、
結
果
は
過
去
最
高
の
６
億

４
１
３
８
万
円
と
目
標
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
が
で
き
た
。

○
大
き
く
伸
び
た
要
因
と
し
て
は
、
ヤ

マ
ト
運
輸
と
連
携
し
て
バ
ル
ク
輸
送
方

式
を
採
用
し
、
輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
し

た
事
。

　

ま
た
、
各
事
業
所
の
積
極
的
な
協
力

が
あ
り
、
特
に
水
産
加
工
業
者
に
は
主

　

で
（
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
が
埋

　

葬
日
）
本
年
10
月
は
申
請
に
応
じ
て

　

対
応
。

〇
使
用
料

・
焼
骨
又
は
改
葬
焼
骨
１
体
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
５
０
０
０
円

・
愛
玩
動
物
１
体
に
つ
き
、

　
　
　

町
内
の
方
は　
　

７
５
０
０
円

　
　
　

町
外
の
方
は
１
万
５
０
０
０
円

　

６
月
定
例
会
で
合
葬
墓
条
例
を
上
程

し
、
制
定
後
７
〜
９
月
に
Ｅ
Ｏ
Ｓ
放
送

等
で
周
知
予
定
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
：
町
長
が
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
認

め
る
者
と
は
。　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
民
法
７
２
５
条
に
よ
り
直
系
６
親

等
内
の
血
族
等
が
親
族
と
な
り
ま
す
が
、

例
え
ば
、
現
在
６
親
等
以
上
の
方
々
の

遺
骨
が
一
緒
に
入
っ
て
い
る
場
合
、
別

に
す
る
に
は
難
し
い
の
で
一
緒
に
納
骨

す
る
等
が
特
別
な
理
由
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

Ｑ
：
生
前
予
約
を
受
け
付
け
な
い
理
由

は
。　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
先
進
地
へ
の
確
認
で
、
生
前
予
約

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
た
め
開
始
時

は
受
け
付
け
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
民
課
長
）

②
児
童
福
祉
施
設
複
合
化
改
修
事
業
に

　
つ
い
て
　
　
　
（
旧
枝
幸
保
育
所
）

　

令
和
６
年
４
月
に
開
設
予
定
と
し
て

い
る
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

児
童
福
祉
を
担
当
す
る
こ
ど
も
家
庭
支

援
員
と
母
子
保
健
を
担
当
す
る
保
健
師

が
、
専
門
性
に
応
じ
た
相
談
等
を
行
い

様
々
な
支
援
を
行
う
。

　

開
設
後
は
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
る
所
も
あ
り
、
地
域
住
民

が
利
用
し
、
児
童
と
の
交
流
促
進
に
活

用
さ
れ
る
。

・
複
合
化
改
修
工
事
は
、
令
和
５
年
８

　

月
〜
令
和
６
年
２
月
を
予
定
。

　

事
業
費
全
体
は
１
億
２
千
万
円
。

③
地
域
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
課
）

　

地
域
支
援
事
業
の
推
進
の
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
保
健
福
祉
課
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
、

・
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
講
演
会
（

　

仮
称
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

・
協
力
隊
は
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事

　

業
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
補
助
を

第
２
回
（
６
月
13
日
開
催
）

①
合
葬
墓
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
の
供
用
開
始
に
向
け
、

説
明
を
受
け
た
。

〇
埋
葬
方
法…

担
当
職
員
が
親
族
等
か

ら
骨
箱
を
受
取
り
直
接
埋
蔵
。

※

一
度
焼
骨
を
埋
葬
す
る
と
お
骨
の
返

還
は
出
来
な
い
。

〇
使
用
要
件

・
枝
幸
町
内
に
墓
地
又
は
納
骨
堂
を
現

　

に
使
用
し
て
い
る
者

・
枝
幸
町
内
に
住
所
又
は
本
籍
を
１
年

　

以
上
有
し
て
い
る
者

・
枝
幸
町
内
に
住
所
又
は
本
籍
を
１
年

　

以
上
有
し
て
い
た
者
の
焼
骨
を
埋
葬

　

し
よ
う
と
す
る
者

・
町
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

　

る
者

※

生
前
予
約
は
受
け
付
け
な
い
。

〇
管
理
運
営
方
法

・
納
骨
の
時
期
は
５
月
か
ら
10
月
末
ま

委 員 長　石川　勝
副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
委　　員　小原　仁

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

担
当
所
管
　
町
民
課
・
観
光
課
な
ど

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
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床
と
い
う
の
は
適
正
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
国
の
基
準
が
１
病
棟
で
最
大
60
床

と
な
っ
て
お
り
、
60
を
超
え
る
と
２
病

棟
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Ｑ
：
人
工
透
析
は
、
現
在
、
満
床
な
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
最
大
で
一
度
に
17
名
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
20
名
が
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
ベ
ッ
ト
は
半
分
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Ｑ
：
枝
幸
の
病
院
に
よ
り
多
く
の
人
工

透
析
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。　
　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
希
望
が
あ
れ
ば
受
入
れ
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）

Ｑ
：
通
院
時
の
長
い
待
機
時
間
の
短
縮
・

改
善
に
向
け
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
委
員
）

Ａ
：
内
科
医
は
分
散
す
る
よ
う
努
力
し

て
お
り
打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
が
、
院

長
に
見
て
も
ら
い
た
い
患
者
さ
ん
が
多

数
い
る
た
め
混
雑
が
続
い
て
い
る
。

　

待
ち
時
間
短
縮
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
病
院
事
務
局
長
）
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要
返
戻
品
で
あ
る
「
ホ
タ
テ
玉
冷
」
を

一
番
寄
附
の
多
い
年
末
ま
で
大
量
に
在

庫
を
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大

き
い
。

⑤
保
養
施
設
等
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
）

　

令
和
４
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
枝
幸
株
式

会
社
の
組
織
及
び
収
支
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

○
組
織
状
況
に
つ
い
て

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
枝
幸
株
式
会
社
は
、
令

　

和
２
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま

　

で
の
５
ヶ
年
の
指
定
管
理
者
と
し
て

　

協
定
を
締
結
し
、
３
年
目
を
終
え
た

　

と
こ
ろ
。

・
４
年
度
の
正
職
員
の
採
用
は
５
名
、

　

退
職
者
は
２
名
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

　

員
に
つ
い
て
は
欠
員
が
生
じ
た
場
合

　

に
補
充
し
、
施
設
や
部
門
に
と
ら
わ

　

れ
ず
横
断
的
な
人
員
配
置
に
努
め
て

　

い
る
。

・
昨
年
11
月
30
日
に
総
支
配
人
辞
任
に

　

伴
い
、
事
業
部
門
の
統
括
責
任
者
と

　

す
る
総
支
配
人
職
、
副
支
配
人
職
を

　

配
置
し
て
い
る
。

〇
収
支
状
況
は
各
部
門
に
お
い
て
利
用

　

者
数
、
売
上
高
が
前
年
を
上
回
っ
た

　

が
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、
経
費
の

　

増
加
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
課
）

⑥
病
院
機
能
再
編
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
国
保
病
院
）

　

国
保
病
院
で
は
、
病
棟
再
編
に
よ
る

持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
と
、
今
後
必

要
と
さ
れ
る
病
院
機
能
の
強
化
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
た
。

○
病
棟
再
編
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令

和
５
年
10
月
よ
り
一
般
病
床
を
46
床
か

ら
60
床
に
増
や
し
、
療
養
病
棟
を
37
床

か
ら
23
床
に
削
減
す
る
。

　

２
病
棟
の
夜
勤
体
制
が
取
れ
な
く
な

っ
た
時
点
で
、
療
養
病
床
は
休
止
（
廃

止
）
す
る
。

○
機
能
強
化
に
つ
い
て

・
病
棟
再
編
（
病
床
削
減
）
へ
の
対
応

　

と
し
て
、
地
域
医
療
連
携
室
を
強
化

　

し
、
医
療
機
能
を
効
率
的
に
提
供
す

　

る
ほ
か
、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
を
強
化
し

　

高
齢
者
の
生
活
の
質
の
維
持
に
努
め
、

　

訪
問
診
療
を
含
む
在
宅
医
療
の
体
制

　

づ
く
り
を
進
め
る
。

・
新
興
感
染
症
対
策
と
し
て
、
各
病
室

　

へ
洗
面
ト
イ
レ
を
完
備
し
、
個
室
化

　

を
進
め
る
。

・
医
療
介
護
連
携
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

　

し
た
情
報
共
有
に
よ
る
在
宅
系
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

○
療
養
病
床
に
代
わ
る
受
け
皿
施
設
の

検
討

　

施
設
の
集
約
が
必
要
と
考
え
る
が
、

病
院
単
体
で
方
向
性
を
決
め
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
含
め

た
町
全
体
で
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
最
終
形
と
し
て
、
病
院
と
連
結
し

た
施
設
が
あ
れ
ば
、
効
果
的
に
医
療
と

介
護
が
連
携
で
き
る
の
が
理
想
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
：
現
在
、
一
般
病
床
と
、
療
養
病
棟

は
、
何
名
使
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
一
般
25
名
、
療
養
20
名
の
合
わ
せ

て
45
名
で
す
。　

（
病
院
事
務
局
長
）

Ｑ
：
療
養
病
棟
は
利
益
が
で
な
い
た
め

廃
止
す
る
の
か
。　
　
（
渡
辺
委
員
）

Ａ
：
国
は
療
養
病
棟
を
減
ら
し
在
宅
に

戻
す
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
療
養

病
床
が
基
準
に
満
た
な
い
時
は
、
減
算

と
な
り
、
入
院
基
本
料
が
低
く
算
定
さ

れ
４
年
度
に
お
い
て
は
収
益
が
25
％
減

っ
て
ま
す
。

　

今
回
の
療
養
病
棟
の
廃
止
は
、
看
護

師
の
夜
勤
体
制
に
人
数
の
確
保
が
難
し

い
か
ら
で
す
。　

（
病
院
事
務
局
長
）

Ｑ
：
枝
幸
町
の
人
口
規
模
に
対
し
て
60
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手
不
足
」
問
題
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

こ
の
事
実
を
重
く
受
け
止
め
た
浦
幌

町
議
会
は
、
「
第
２
次
議
会
の
活
性
化
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
「
議
員
の
な
り
手
不

足
」
問
題
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
町

民
が
議
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
望
ん

で
い
る
の
か
、
町
民
の
生
の
声
を
聞
く

た
め
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
精
査
し
、
今
後
の
議

会
の
あ
る
べ
き
姿
を
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題

を
含
む
議
会
活
性
化
の
た
め
に
は
、
個

々
の
議
員
・
議
会
全
体
・
議
会
事
務
局

の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
「
チ
ー
ム
議

会
」
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

結
論
付
け
、
そ
の
中
で
議
会
傍
聴
制
限

の
大
幅
な
緩
和
を
は
じ
め
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
も
「
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
Ｄ

Ｅ
議
会
」
、
「
ま
ち
な
か
お
じ
ゃ
ま
Ｄ

Ｅ
議
会
」
と
い
っ
た
気
軽
に
参
加
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
取
組

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
議
員
の
活

動
が
町
民
の
方
々
に
理
解
さ
れ
、
２
０

１
９
年
４
月
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
定
数
11
名
に
対
し
て
14
名
が
立

候
補
者
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
執
行
の
浦
幌

町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
定
数
11
名

に
対
し
て
12
名
が
立
候
補
し
て
、
そ

の
う
ち
26
歳
か
ら
31
歳
ま
で
の
女
性

３
名
が
初
当
選
を
果
た
す
な
ど
、
若

い
世
代
の
方
が
議
員
を
担
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
成
果

で
あ
り
ま
す
。

　

枝
幸
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
き
ま

し
て
も
、
２
０
１
４
年
か
ら
３
期
連

続
無
投
票
が
続
い
て
い
る
現
実
を
重

く
受
け
止
め
て
お
り
「
議
員
の
な
り

手
不
足
」
を
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、

上
記
の
成
果
を
参
考
に
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
重
ね

な
が
ら
一
歩
一
歩
進
み
始
め
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
村
上
）

編

集

後

記

　

今
年
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
十
勝
管
内
浦
幌
町

議
会
に
お
い
て
「
チ
ー
ム
議
会
」
で

取
り
組
ん
だ
「
議
員
の
な
り
手
不
足
」

の
対
策
を
主
と
し
た
議
会
改
革
の
歩

み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

浦
幌
町
議
会
で
は
、
２
０
１
１
年

４
月
か
ら
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
の

任
期
を
「
第
１
次
議
会
の
活
性
化
実

施
期
間
」
と
し
て
位
置
付
け
、
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
参
加
を
推

進
す
る
議
会
を
目
指
し
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
の
実
施
に
着
手
し
ま
し

た
。

　

改
革
に
よ
っ
て
、
町
民
と
の
距
離

が
縮
ま
り
、
浦
幌
町
議
会
が
変
わ
っ

て
い
く
手
応
え
を
感
じ
、
次
の
任
期

か
ら
議
員
定
数
を
13
人
か
ら
11
人
に

減
ら
し
、
併
せ
て
一
人
当
た
り
の
報

酬
額
を
引
き
上
げ
る
改
正
を
行
う
な

ど
、
更
な
る
改
革
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
５
年
４

月
執
行
の
町
議
会
議
員
選
挙
へ
の
立

候
補
者
が
、
定
数
に
満
た
な
い
10
人

と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
議
員
の
な
り

１
．
第
１
回
（
令
和
５
年
４
月
27
日
）

　

今
後
の
議
会
改
革
の
方
向
性
に
つ
い

　

て
具
現
化
す
る
目
的
の
た
め
、
幹
事

　

会
を
設
け
そ
の
中
で
討
議
す
る
こ
と

　

と
し
た
。

２
．
第
１
回
幹
事
会

　
　
　
　
　
（
令
和
５
年
５
月
17
日
）

　

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
協
議
さ
れ
て
き

　

た
事
項
を
精
査
し
、
今
年
度
で
き
る

　

こ
と
を
２
〜
３
項
目
選
択
し
、
実
施

　

す
る
方
針
を
、
次
回
議
会
改
革
特
別

　

委
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３
．
第
２
回
（
令
和
５
年
６
月
27
日
）

　

全
議
員
で
本
年
度
行
う
３
項
目
に
つ

　

い
て
協
議
し
た
。

⑴
議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
録
画
放
送
に
つ

　

い
て

⑵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
議
会
だ

　

よ
り
活
用
の
工
夫

⑶
住
民
懇
談
会
の
開
催
、
今
年
度
は
ま

　

ず
、
枝
幸
高
校
生
と
の
懇
談
会
を
計

　

画
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
か
ら
議
会
活
動
の
さ

　

ら
な
る
周
知
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

　

を
決
議
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
　
徳
保
　
喜
幸

副
委
員
長
　
渡
辺
　
明
徳

委
　
　
員
　
小
林
　
正
浩

委
　
　
員
　
遠
山
　
　
修

委
　
　
員
　
村
上
　
守
義

議会広報編集
特別委員会

議会について
町民の皆様からの
ご意見を募集します。

議会事務局の
メールアドレス

gikai@esashi.jp 


